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地元住民で構成される牧之通り組合は、平成13年の

県道の街路整備を機に、沿線の建築物の外観・意匠の

統一、色彩の制限などを定め、雪国の歴史と文化を活

かす魅力あるまちづくりを推進しています。

平成18年からは地元の女性が中心となり、各家庭の

ひな人形を公開する「ひな雪見かざり」を毎年開催して

います。当初の9軒から平成23年（第6回）には、約60軒

までになり、来客数も1,000人から30,000人に増加してい

ます。地元中学生が観光ガイドとして参加するなど、次

の世代に新たな企画や活動が引き継がれています。

イベント以外でも牧之通りを楽しむ人など来訪者が増

え、賑わいと交流活動が再生されています。

三国街道塩沢宿 牧之通り (雪国の歴史と文化のまちづくり)
（所在地：新潟県南魚沼市）

ポケットパーク整備実行委員会では、ＪＲ高架脇の不

整形な残地に地域住民、地域の専門家、大学生が協働

して、まちの中に一年にひとつずつ里山の緑だけ移植し

て小さな里山（ポケットパーク）をつくるという協働のまち

づくりを平成19年から始めています。年間を通して、計画、

施工、管理までを一貫して行っており、緑を里山に求め、

地元の材料を使い、作業は全てボランティアで行ってい

ます。

参加住民は平成22年度には延べ８１３人を数え、大き

な活動に育っています。季節毎の変化を感じとれる小さ

な里山は、市の中心と周辺を結ぶ場となり、住民が緑の

管理に自然に繋がる場や散歩・通学の人の憩いの場と

なっています。

三条市民と大学の協働による小さな里山づくり （所在地：新潟県三条市）
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全国各地において、その地域固有の自然や歴史、伝統、文化や地場産業等を貴重な資源として再認識し
積極的に利活用した、魅力ある地域づくりの成功例が多く見受けられます。
このような地域の魅力や個性を創出している、良質な社会資本及びそれと関わりを持つ優れた地域活動を

一体の成果として発掘・評価し、「手づくり郷土賞」として表彰することにより、好事例を広く全国に紹介し、個
性的で魅力ある郷土づくりに向けた取組が進むことを目指しています。

社会資本を有効活用し地域づくり等に取り組む活動団体が単体、又は社会資本を管理する地方公共団体

（都道府県、市区町村）との共同で応募することができます。

目 的

地域の魅力を創出している、社会資本及びそれと

関わりがある優れた地域活動が一体となった成果

これまでに「手づくり郷土賞」を受賞した社会資本

又は社会資本と関わりのある活動 を含む成果

募集対象

①社会資本の整備・維持管理・利活用にあたっての
創意・工夫

（地域特性を踏まえた整備・維持管理上の工夫、地域資源
としての活用・育成 等）

②地域活動における創意・工夫、取組の独創性
（新しい発想、住民自ら考え工夫を凝らした取組 等）

③地域づくりへの成果及び波及効果
（地域への思いに富んだ取組、地域づくりの枠を越えた
効果 等）

④今後の活動の継続性・発展性
（住民が長く活動を続けられる仕組み、周囲を広く巻き
込む工夫 等）

⑤他の参考となるような先進性・先導性
⑥その他（上記以外の特に優れた内容）

手づくり郷土賞の選考は、以下の視点に着目して行われます。

①社会資本の整備・維持管理・利活用にあたっての
創意・工夫
（地域特性を踏まえた整備・維持管理上の工夫、地域資源
としての活用・育成 等）

②地域活動における創意・工夫、取組の独創性
（新しい発想、住民自ら考え工夫を凝らした取組 等）

③地域づくりへの成果及び波及効果
（地域への思いに富んだ取組、地域づくりの枠を越えた
効果 等）

④今後の活動の継続性・発展性
（住民が長く活動を続けられる仕組み、周囲を広く巻き
込む工夫 等）

⑤他の参考となるような先進性・先導性
⑥その他（上記以外の特に優れた内容）

⑦社会資本の地域への定着状況
（地域のシンボルとして広く認識されている、多くの地域
住民が日常的に活用 等）

⑧活動の継続状況
（規模を広げながら着実に継続している 等）

⑨活動の発展状況
（新たな取組を創出している、他地域へ波及している 等）

選定のポイント

手づくり郷土賞（一般部門）
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手づくり郷土賞（大賞部門）
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※ 詳細については、国土交通大臣表彰「手づくり郷土賞」ホームページをご覧ください。
（http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/index.html）
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